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　Jones，B．et　a1．（1974）は，Birch，H．G．らの研究

にモダリティー内のコントロールがないことなどを批判

して，痙亭型の脳性まひ児の聴一視統合の研究を行なっ

ている。彼らは，新しい研究装置を開発して研究をし

た。視覚刺激の提示では，右と左に2つならんだ2つの

ライトによって，たとえば左，右（はじめ左のライトを

短時間つけ，次に右のライトを短時間つける）とか，左，

左というように順に点滅させる。聴覚刺激の提示では，

両耳にかけたヘッドホーンを通して，たとえば左，右

（はじめ左のヘッドホー！を通して短時間音をきかせ，

次に右のヘッドホーンを通して短時間音をきかせる）と

か，左，左というように音を提示する。Jones，B．らは

この装置をもちいて，痙直型の脳性まひ児と正常児に，

聴覚刺激と視覚刺激，視覚刺激と聴覚刺激，聴覚刺激と

聴覚刺激，視覚刺激と視覚刺激が等価であるかどうかを

判断させた。被験者は，5才から15才までの21名の脳性

まひ児と同じく5才から15才までの21名の正常児で，精

神年齢によって7名ずつの3群に分けられた。研究の結

果，脳性まひ児は，感覚間統合，すなわち聴一視統合お

よば視一聴統合だけでなく，感覚内統合，すなわち聴一

聴統合および視一視統合においても劣っていることが明

らかにされた。

　Birch，H．G．らによれば，脳性まひ児にみられるある

種の知覚や知覚一運動障害の基礎に感覚間統合の障害が

あるといわれる。また，これまでの研究成果は，感覚間

統合は読みなどの教科学習と関係があることを明らかに

している。脳性まひ児の中に読み書きの学習に問題があ

る児童が比較的多くいることはよく知られているが，感

覚間統合の発達のおくれは，彼らのそうした学習のおく

れの要因の一つとなっているかもしれない。脳性まひ児

の感覚間統合の研究は，彼らの心理病理の研究だけでな

く，学習指導にとっても非常に興味あるテーマであると

いうことができよう。しかし，これまでの研究は，前述

のように数が少なく，必ずしも一致した結果が出ている

とは言えない。そこで，本研究は，脳性まひ児の聴一視

統合の成績とその特徴を，刺激の性質を厳密にコントロ

ールするとともに，同一モダリティー内のマニチングを

入れて，明きらかにしようとした。

　方　法

　装置・脳性まひ児の感覚間統合を研究するため感覚間

統合実験装置を製作した。この装置は，本体（調整器）

と刺激提示部で構成されている。本体には，音刺激用発

振，及びホワイトノイズ回路増幅器，プログラム回路，

電源部が内臓されている。またパ糸ルに，プログラム基

板差込み口，プログラム切換スイッチ，実験切換スィツ

チ，音量調整つまみ，音量計，音量計用レベル切換スイ

ッチ，モニター用ヘッードホーン，接続ジャックが取付け

られている。刺激提示部には，剛寺刺激用光刺激ランプ

縦3列横15個と継時刺激用光刺激ランプ1個（本研究で

使用），及び被検者用ヘッドホーン接続ジャックが組込

まれている。

　聴覚刺激は900Hzの純音で，音量は50～100ホーンま

でかえられるようになっている。これはヘッドホーンを

通して提示される。また，外部雑音を防止するためホワ

イトノイズが発信される。視覚刺激は，24V用赤色フィ

ラメントランプで，大きさは約15mmである。

　刺激・予備実験の結果，聴覚刺激の音量は，70ホーン

が適当と考えられた。したがって本研究では聴覚刺激は

900Hzで70ホーンの純音がもちいられ，ヘッドホーンを

通して被検者に提示された。視覚刺激は，前述のように，

Fig・1提示刺激と選択刺激

提示刺激
選 択　　刺 激

1 2 3
A…

工
●　● ■　　●

B・ ● ●　● ●　　● ■　●　●

舳一．1…
■　●　　　● ●　　■　●

’
2・ ●　o ■　　　●　● ●　■　　　● ・’・．

3・・ ● ●　●　● ■　　　●　■ ●　●　　●

4・ ●　● ●　●　　　■ ・　　●　■ ●　　　● ●

5・ ●　　　■ ■　　　●　● ●　　　●　　　● ●●　　●

6・ ●　●　● ●　　●　●　●　　・ ●　●　　●　● ●　●　● ●

7・・ ，・ ●　　　●　●　● ■　　　●　●　　　● ●　● ●　●

8・ ●　●　● ●　●　■　● ●　　■　●　■ ●　●　● ●

9・・ ●一■ ●　■　　●■ ●　●　●　　　■ ● ■　■　●

1O・ ●　■　● ●　　●　　●　● ●　■　　●　● ● ●　，　，

11・… ●　●　　●　● ‘●●　　● ●●　●　●．

12… ■　● ■　●　●　　●　● ●　■　　■　●　■ ■　●　●　● ■

13・・．… ●　　　●　■　●　● ■　●　　●　o　● ●　●　● ■　●

14・ ●　　●　● ●　　●　　●　● ●　　　●　■　　　● ●　●　　● ●

15… ●　● ■　● ●　●　● ●　●　●　　　●　　　● ●　●　● ■　●

16・・ ■　■　● ●　● ●　●　　　● ■　●　　●　■　● ●　●　● 6　●

17・ ●　　　■　● ●　■ ■　■ ●　　■　　　●　■ ● ●　●　●

ユ8… ■　　　● ●　● ●　●　■ ●　●　●　　　●　　　● ●　●　■ ●　●

19・・ ●　●　　　● ●　● ●　●　■ ●　●　●　　　●　■ ●　● o　● ●

20・ ●　●　●　　　●　● ●　　　●　●　　●　●　● ■　　　●　■　●　　　■　● ■　●　　　● ●　●　●

A，Bは練習用刺撒
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心身障害学研究 第3巻　第2号

提示刺激（単位mSec．）

Fig．2 刺激の提示例（検査3）

÷一　　　　　’→

　　ユ葛0　　　　　　700　　　350　　　4000

i［　　350　　　350

直径約15mmの赤色フ、イラメントランプの点滅で，被検

者の目の高さにセットし，約50cmの距離から観察させ

た。

　刺激の提示時問は，聴覚刺激も視覚刺激も，350msec・

で，刺激と刺激のインターバルは150msec・と700msec・

の2種類であっ．た。この提示時間とインターバルを組合

せ，Fig．1の提示刺激のような20の時問的パターンを

作成した。したがって満、点は20点である。なお，AとB

は練習用の刺激パターンである。そして，それぞれの提

示刺激に対して，まったく同じ刺激を含む3組の選択刺

激を作成した。選択刺激は，予備実験の結果にもとづい

て，提示刺激が与えられた4秒後に第1刺激が与えられ，

その3秒後に第2刺激が与えられ，またその3秒後に第

3刺激が与えられるようセットされている。Fig・2に

検査番号3の検査における刺激の提示を図で示した。斜

線の部分で聴覚刺激又は視覚刺激が提示される。

　検査方法・静かな個室に被検者を入れ，ラポートをつ

けたあと，次のような教示を与える。　「これから，何回

か光がついて（音がきこえて）合図が出ます。そのあと

また，1度目，2度目，3度目と3度に分けて光の（音

の）合図がでます。よく見て（よく聞いて），はじめの

合図は，何度目の合図と1司じだったか教えて下さい。」

はじめ，A，Bの刺激パターンをもちいて，充分な理解

が得られるまで練習する。練習のあと，Tab1e1及び

Tab1e2にしたがって検査を行なう。Tab1e1と2は，

モダリティー及び各検査における順序による効果を予防

するために作成されたものである。たとえば第1番目の

被検者は，①▽一▽（視覚刺激パターンを提示したあと

視覚刺激パターンで構成された選択刺激の中カ）ら等価の

視覚刺激パターンを選択させる）②A－V（聴覚刺激パ

ターンを提示したあと視覚刺激パターンでで構成された

選択刺激の中から等価の視覚刺激パターンを選択させ

る）③A－A（聴覚刺激パターンを提示したあと聴覚刺

激パターンで構成された選択刺激の［lllカ）ら等価の聴覚刺

激パターンを選択させる）④YrA（視覚刺激パターン

を提示したあと聴覚刺激パターンで構成された選択刺激

のlllコカ）ら等価の聴覚刺激パターンを選択させる）一以下

3000 3000

V－V，A－V，A－A，V－Aと略称一の順で検査を

行なう。また，それぞれの検査で，V－Vは検査1から，

A－Vは検査2から，A－Aは検査3から，V－Aは検

査4からTabIeにしたがって実施される。

　検査時間は1人約1時間である。検査は個別に実施さ

れる。

　被検者・被検者は，肢体不自由養護学校小学部に在学

中の脳性まひ児22名（以下C　P児群と略称）である。同

時に，脳性まひ児の成績を考察するため，参照群として，

Tab1e1各被験者の検査順序

S V－V A－V A－A V－A
1 1 2 3 4
13 1 2 4 3
2 1 3 2 4
14 1

3
． 4、． ．2、．．

3 1 4 2 3
ユ5 1 4 3 2
4 2 ！ 3 4
ユ6 2 1 4 3
5 2 3 1 4
17 2 3 4 1
6 2 4 ユ 3
ユ8 2 4 3 1
7 3 1 2 4
19 3 1 4 2
8 3 ’2 1 4
20 3 2 4 1
9 3 、4 1 2
21 3 4 2 1
10 4 ！ 2 3
22 4 1 3 2
11 4 2 1 3
23 4 2 3 1
12 4 3 1 2
24 4 3 2 1
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Tab1e2各検査における検序査順

V－V A－V検査順序 A－A V－A

番号 番号 番号 番号
1 ’1 2 3 4
2 2 3 4 1
3 3 4 1 2
4 4 1 2 3
5 5 6 7 8
6 6 7 8 5
7 7 8 5 6
8 8 5 6 7
9 9 10 ユ1 12

10 10 11 12 9
一u 1！ 12 9 10

12 12 9 ユ0 u
13 13 14 ユ5 16

14 14 15 ユ6 ユ3

ユ5 15 ユ6 ユ3 ．ユ4

16 16． 13 14 15

17 17 18 19 20

18 18 ユ9 20 ユ7

19 19 20 17 ユ8

20 20 17 18 ユ9

同校に在学中の非脳損傷性肢体不自由児10名（以下Non

C　P児群と略称）を検査した。C　P児群の平均生活年齢

は10．6才（126．9月），　Noh　CP児群の平均生活年齢は

10．3才（124．1月）である。また，両群のW　I　S　CのV

（言語性）I　Qは，C　P児群が平均102．O，Non　CP児

群が平均111．4である。WISCのTOta1IQは，P（動

作性）I　Qによって影響されていると考えられたので，

ここではV　I　Qだけを利用した。なお，C　P児群の病型

は大半が痙直型である。病型による成績のちがい等につ

レ，、ては，検査者数をふやして次回に報告したいと考えて

いる。また，Non　CP児群の病因には次のようなものが

含まれている。ペルテス氏病，先天性股関節脱臼，モル

キオ氏病，先天性筋緊張低下症。両群とも，本検査に影

響すると思われる著しい視覚障害や聴覚障害を有する者

は含まれていない。被検者の数等についてはTab1e3に

示した。

　検査日時は，1978年！0月3日から12月18日までの約2

か月間である。

　結果
　Tab1e4にC　P児群とNon　CP児群の検査結果を示

した。C　P児群の成績は，V－Vが平均11．O，A二Vが平

均12．3，A－Aが平均13．5，V－Aが平均11．9－1与で，Non

CP児群の成績は，V－Vが平均14，5，A－Vが平均16．9，

A－Aが平均16．4，V－Aが平均14．5点であった。なお，・

各検査とも満点は20点である。SDの大きさは，C　P児

群はV－Vの3．91からA－Vの4．47，Non　CP児群は

A－A’の2．59カ・らV－VおよびV－Aの3．92までわたっ

ており，C　P児群のほうがやや大きい傾行がみられるが，

ほとんど差がないといえる。

Tab1e3被験者

Tab1e4検査結果

CP児群 NonCP児群
N 22 1O

C．A，

亜 126．9 124．1
S．D． 11．47 11，18

Ra㎎e 104－146 109－143

WISCI．Q．※
文 102，O 1ユ1．4

S．D． 18．03 18．88

．耳a㎎e 61－130 81－119

※言語性検査

V-V A-V A-A V-A 
C . P . y~u~~x S .D n = 2Z ' range 
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　これらの結果をわかりやすくするため図にしたのが，

Fig．3とFig．4－！およびFig．4－2である。Fig．3

はV二V，A－V，A－A，V－A，4つの検査における両群の

比較を，Fig．4－1とFig．4－2は，C　P児群とNon　CP

児群における4つの検査結果の比較を示す。

　Fig．3から，C　P児群は，Non　CP児群と比校して，

すべての検査において成績が劣づていることがわかる。

また，Fig．4－1は，C　P児群は，A－Aの得点が最も高

く，V－Vの得点が最も低いことを示している。感覚間

統合のA－VとV－Aは中間の成績である。これに対し

て，Non　CP児群は，Fig。一4－2によれば，A－Vの得点

が最も高く，V－VとV－Aの得点が最も低い。また，

これらの図から，両群とも，A－VとA－AがV－Vと
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Fig・3　C　P児群とNonCP児群の成績
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Fig・4－1　C　P児群の成績
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Fig・4－2NonCP児群の成繍
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Tab1e5　検査問の相関

　　　　V－V　A－V
V－V　　1．OOO

A－V　　0．777　1．O00

A－A　　O．6］．2　0，562

V－A　　O．86！　0．654

Non　C．P．児群

A二A　V一、A一

1，000

P．683　　　！．000

　　　　V－V　A－V　A－A　V－A
V－V　　1，000

A－V　　O．451，1，OOO

A－A　　O．776　0．116　1，000

V－A　　O．928　0．32ユ　0，886　ユ．000

　　　V－Aより成績がよいイ頃向にあるごとを，うかがうことが

　　　セきる。

　　　　次に，C　P児絆とNon　CP児締のそれぞれで，検査

　　　間の相関を調べてみた。その結果をTab1e5に示す。

　　　ここで使川された相関係数は，ピアスンの相関係数であ

　　　乱C　P児獅の感覚間統合のVrAは，・感覚内統合の

　　　V－VとO，861という比較的高い相関を示している。しか

　　　し，同様の結果はNon　CP児群でも認められる。また，

　　　V－Aと1司じく感覚間統合であるA－Vとの相関は，C

　　　P児絆の場合，O．654で，それほど高くない。このこと

　　　もまたNon　CP児群で認められる。さらに，C　P児群

　　　・の感覚問統合のA－Vは，感覚内統合のA－Aと0，562

　　　という比較的低い相関係数を示している。しかし，Non

　　　CP児群でもまったく同様の傾向がみられた。なお，

　　　Non　CP、児群にみられるA－V　と　A－A等のヰ1．1関の低

　　　さは，被検者1と被検者ユ0によって極端に影響されたた

　　　めであるようである。ちなみにこの2名を除くと，両検

　　　査問の杣関係数はO．759に」二昇する。

　　　　1から20までの各検査に対するC　P児群の反応の傾向

　　　は，Table6－1のようになった。50％以、下の正答率の

　　　検査の数は，V－VとV－Aがそれぞれ7検査で，・最も

　　　多く，A－Aは1検査と最も少ない。全体的傾向として，

　　　どの検査も番号が多く’なるにしたがって．正答率が少なく

　　　なっていることがわかる。　しかし，このことは，Tab1e

　　　6－2に示したNon　CP児群の反応分析でも，ほぼあて

　　　はまるようである。

　　　　ここで，Fig．3とFig．4－1およびFig．4－2から

　　　みられた傾向を統計向勺にl1今味するため，Table4につい

　　て分’散分析を行なった。Tab1e7はその結果を示す。

一57一



Tab1e　6－1 C　P児群の反応分析

検 V－V A－V A－A V－A
・査

1　　－2　　3　　？ 1　1　2　　　3　　？ 1　　　2　　　3　　？ 1　　　2　　　3　．？
番

号

頻　　頻　　頻　　頻　　％　　％　　％　　％数　　数　　数　　数 頻　　頻　　頻　　頻　　％　　％　　％　　％数　　数　　数　　数 頻　　頻　　頒　　頻度％度％度％度％ 願　　頻　　頻　　頻　　％　　％　　％　　％度　　度　　度　度、

！ 1　4．6731．81463，60　0 5　22．7　4　18．21359．10　0 3　13，6　2　　9．11777．30　0 ！4．6313．6ユ881．800

2 1777，3　1　　4．5　4　18．20　0 1568．2　7　31．8　0　　0　　0　0 1777．3　0　　0　　4　18，214．5 五463．6　4　18，2　2　　9，！29．1

3 313．6836．41！50．000 6　27．3　5　22．71150．O　O　　O 1　　4．5　6　27．31568．20　　0 3　13．6　6　27．31254，514．6
4 5　22．71463．6　3　13．70　0 29．1ユ463．6418，229，1 29．11777．3313．600 7　31．8　8　36．4　7　31．80　0

5 3　13．61568．2　3　13，614．6 4　18．21568．2　3　13．60　　0 313．61777，31　4．5ユ4．6 5　22．71777．3　0　　0　　0　0

6 1568．2　6　27，3　1　　4．50　0 1672．73　13，62　9，114．6 1881，8　2　　9，1　2　　9．10　0 1568．2　3　13．6　3　ユ3．6ユ4．6

7 5　23．7　3　13．7ユ463．60　0 5　22．7　4　ユ8．21359．10　0 5　22．7　3　13．61359，114．6 4　18．2，3　13．61359，129．1

8 313．61777，329，100’ 3　13，6ユ672，7　2　9，114．6 1　4．6188ユ、8　3　13．60　0 4　18．2ユ463．6　3　ユ3．6ユ4．6

9 工045．5　6　27．3　5　22，714．5 1652．7418，22　9．10　0 1672．7　2　－9．1　4　18，20　0 ユ254．5　3　13．6　6　27．3ユ4．6
I0 5　22．76　27．31150，00　0 313．7313．6ユ672．700 2　　9．1　5　22．71463，614．6 4　工8．2　3　ユ3．61463．6ユ4．6

11 2　9．1731．81254，514．6 3，13，62　9．11777．300 418．2418．21463．600 1　4．6　5　12．71568，214，5
12 1463．6　3　13．7　5　22．70　0 1254．5　7　31．8　3　13．70　0 1568．2627，31　4．50　0 1045．5　7　31．8　4　18，214．5

13 9　40．9　4　18．2　8　36，414．5 4　18．2ユ463．6　4　ユ8，20　0 1　　4．6ユ672．7　5　22一．70　0 3　ユ3．61150．0　836．40　0

14 1463．6　3　13．7　5　22．70　0 1463．6　4　18．2　4　！8．20　0 1672．7　4　18，2　2　　9．10　0 1568．2　6　27．3　0　　0　　14．5

］一5

627．3418．21254．500 5　22．7　6　27．31150，O0　　0 627，31　4．51558．20　0 522，7　！　4．61463，629．1
］6 5　22．7　8　36．4　8　36，414．5 4　！8．21150．0　6　27，314．5 6　27，3ユ254．5　4　18．20　0 4　ユ8．2ユ0垂5．5　7　3！．814．5

ユ7 7　31．83　13．6ユ045，529，1’3　13．6ユ568．2　4　18．20　0 3　13．7I254．5　7　31．80　　0 4ユ8．2ユ777，31　4，500

18 29．11359．ユ627．3ユ4．5 29．11150．0836，414．5 OOユ254．5940，414．6 5　22．7　1150．0　4　ユ8，229．1
19 418．2418．21359．1］．4．5 7　31．8　4　18．21045．5ユ4，5 522．73’13．71463．60　0 6　27．2　6　27．31045．50　0

20． 6　27．21045．5　6　27．30　0 8　36．41150．0　3　13．60　0 7　31．8ユ045．54　18，214．5 5　22．71！50．0　5　22，714．6

　検定の結果次のようなことが明らかとなった。

　（1）V－V，A－V，A－A，V－Aの4つの検査による成

績のちがいは認められない。

　（2）C　P児群とNon　CP児群の成績には，！％のレ

ベルで有意差がある。

　（3）検査と僻との間φ交互作川は認められない。

　そこで，C　P児群とNon　CP児群の差異をさらにく

わしく検’討するため，t検定を行なった。また，参考の

ため，それぞれの獅における検査間の差異についてもt

検定を行なってみた。そg結果は，Tab1e8とTab1e9

めようになった。

　t検定の結果については，次のようにまとめることが

できる。

　（1）C　P児群は，N㎝CP児群より，どの検査でも

得一点が低かったが，統計的に有意な差が認められるのは，

V－V（P＜O，05）とA－V（P＜O．01）である。

　（2）Non　CP児群のA－VとA－Aの得点は，C　P

児鮮のどの検査の得点よりも高い1（ただし，A－Aは

〇一05＜二P＜O．10）。

　（3）C　P児群及びNon　CP児群における各検査間の

差については，CP児群のV－VとA－Aの間にのみ5

％のレベルで有意差が認められる。

　考　察

　木研究の結果は，脳性まひ児は，非脳損傷性肢体不自

山児と比較して，聴一視感覚間統合と視一視感覚内統合

の成績が劣っていることを示している。この結果は，脳

損傷児は正常児に劣らないというRude1，R．G・et　aL

（1971）の第3実験の結果や，痙直型脳性まひ児は正常

児と比べて4つの検査のすべてで欠陥があるというJo・

nes，B．et　a1．（1974）の研究結果と異なり，空間的視

覚刺激を使用した聴一視統合において脳性まひ児が正常

児より劣っていたというBirch，H，G．et　a1、（1965）

の結果と一部だけ合致する。ただ，本研究では，脳性ま

ひ児の聴一視統合はたしかに劣っていたが，視一聴統合

は劣づていなかったから，彼らは感覚間統合全体におい

て劣るとは言えない。非脳損傷性肢体不自由児と有意に

劣っていた2つの検査で共通していたのは，第2刺激で

視覚刺激が与えられている一点であった。したがって，脳

性まひ児は，感覚問統合において劣るだけでなく，感覚
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・Tab1e6－2　Non　C　P児群の反応分析

~
~
 
v-V A-V A -- A V-A 

~
~
:
 1 3 2 1 2 3 1 2 3 1 2 3 ~
~
 ~
~
 

~~ ~6 ~:_* % ~: ~6 ~~~ ~io #~:o ~{o ~ #~i ~~ 
'~ . -o ' 

l
 O O O O 1010000 O O O O O 10100,00 O lIOOO O 9*OOO O 22000 o 880,00 o 
2
 
8 80,0 1 1.0,0 O O IIO O 9 90,0 1 10.0 O O O O lOIOO:O O O O O O O 9 900 O O I l0,00 O 

3
 
o o 2 20,0 8 80,00 o o o 2 20,0 8 80 oo o o o 2 20,0 8 80,00 o o o 2 20,0 8 80,00 o 

4
 O O 990011000 O 1 10,0 9 90.0 O O O O 110099000 O O O 2 20.0 8 80,0 o O o o 
5
 
2 20,0 7 70,0 1 10.00 O 3 30,0 7 70,0 o o o o z 20,0 8 80,0 O o o o 2 20.0 7 70,0 1 l0.00 O 

6
 lOIOOO O O O O O O 9 90,0 O O 1 10,00 O lOIOOO O O O O O O 9 9000 O I l0.00 O 
7
 o o 330077000 o O O O O 10100.0 O O 2 20 o o o 8 80,00 o 1 10,0 2 20.0 7 70,00 O 
8
 
1 10.0 8 80,0 1 10.00 O O O 10100.0 O O O O 1 l0,0 9 90.0 O O O O O O 9 90,0 1 10.00 O 

9
 lOIO0,0 O O O O O O 990.00 O 1 1000 O 101000 O O O O O O 7 70.0 1 10.0 2 20.00 O 
10 22000 O 880,00 o 1 10,0 1 10,0 8 80 OO O 1 10.0 O O 9 90,00 O o o 330077000 o 
ll 1 10,0 2 20.0 7 70.00 O o o 330077000 o O O O O 1010000 O 2 20.0 1 10.0 7 70,00 O 
12 990011000 O O O 10100,0 O O O O O O 7 70,0 o o 3 30,00 o 880022000 o o o 
13 2 20,0 2 20,0 6 60,00 o l 10.0 9 90,0 O O O O 1 l0,0 6 60,0 3 30,00 O O O 9 90,0 1 l0.00 O 
14 7 70,0 2 20.0 1 10.00 O 9 90,0 1 10,0 O O O O 990011000 O O O 101000 O O O O O O 
15 1 l0,0 2 20.0 7 70.00 O. lIOOO O_ 99000 O 1 10,0 Z Z0,0 7 70.00 O Z Z0.0 Z 20,0 5 50.0110,0 
16 Z 20,0 7 70.0 1 10.00 O l l0,0 8 80.0 1 lO,OO O Z 2,0,0 7 70,0 1 l0,00 O l 10,O 7 70,0 Z Z0,00 O 

17 1 10 O 5 50 O 4 40.00 O o o 8 80,0 2 20*oo o l l0.0 8 80,0 1.10,00 O z 20,0 6 60,0 2 zo,oo O 
18 1 10,0 3 30.0 5 50.0110.0 l l0.0 5 50,0 4 40.00 O o O 770033000 o 2 z0,0 2 20,0 6 60,00 o 
19 2 20,0 2 20,0 6 60.00 o lIOOO O 990,00 O 1 l0,0 1 l0,0 8 80.00 O 1 10.0 3 30.0 6 60.00 O 
20 2 20 O 7 70 O 1 10.00 O 3 30.0 6 60,0 O O IIO,O 4 4.0,0 5 50,0 1 l0,00 O 4 40.0 ~; 50,0 1 1.0,00 O 

Tab1e7検査結果の分散分析

A（検査）

B（群間）

A×B
誤一差．

S§

　6．805

23．120

　1．170

！39．388

d－f

　3

　1

　3

ユ20

MS
2．268

23．120

0．390

1．162

1，952

ユ9，897点茱

O．336

　　　　　　　　　　　　　　　　　榊p＜一〇ユ

Tab1e8CP児淋とNon　CP児群の成績の差の検定
　
　
　
C
P
児
群
N
o
n

CP児群 V－V ArV A－A V－A
t＝2．270t＝1．297t：O．604t二1．624

V－V P＜0．05 P〉0．05 P〉O．05 P〉O．05
df＝30 df＝30 df＝30 af二30

t＝4．064t＝2．852t二2．ユ64 t＝3．305
A－V pくO．01 P＜0．01 P＜0．05 P＜O．01

af＝30 d－f＝30 d－f＝30 ．d－f＝30

t＝3．861t＝2．6ユ6 七：1．902 t＝3．073
A－A P＜0，01 P＜0．05 P＞O．05 P＜0．01

df＝30 af＝30 af：30 d－f＝30

t：2．27ユ t＝1．297t＝O．604t＝ユ．623

V－A P＜O．05 P＞O．05 P＞〇一05 P〉O．05
d－f二30 d－f＝30 af＝30 d－f二30

Tab1e　g　C　P児群及びNon，C　P児榊亨おける各検

　　　査間の差の検定

’A－V A－A V－A
㎞一

CP
V－V tニュ．003　tニユ．964　　t二0．725

P＞O．05　p＜0．05　p＞0．05
d－f二42 af・二42 d－f二42

A－V t二〇．884t＝O．301
P＞O，’05p＞O，05
df二42 df＝42、

A－A tコ1．225
P＞0．05

df二18I

NonCP
V－V t二1，439　　tニユ．2ユ3　　t＝O

P＞O．05　p＞0．05　p＞O．05
af＝18 af＝＝18 d－f＝18

A－V t＝O．371t；1．439
lP＞0．05p〉O．05
df＝18 af二18

A－A tコ1．213
P＞0．05
d－fニユ8
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R6sum6 

Auditory-Visual Integration in Cerebral Palsied Children ( I ) 

Toshikazu Nakatsukasa 

Twenty-two cerebral palsied children were compared with a reference group of ten crippled 

children without brain damage in a study of inter and intra sensory integration of auditory and 

visual tenlporal patterns. 20 temporal stimulus patterns were made up of presentation of an auditory 

or visual stimulus of 350 m sec, in duration and an interval of 150 m sec, and 700 m sec, in duration, 

The auditory stimulus was_ a pure tone of 900HZ and 70 phon, ancl the visual stimulus was a 

flash of a small red bulb. 

The child was required to identify that temporal auclitory or visual pattern from amo, ng three 

which he judged to be the same as the pattern that was auditorily or visually presented. 

It was found that performances of visual-visual integration and auditory~visual integration of the 

cerebral palsied children were significantly poorer tllan those of crippled children without brain 

damage. The results suggest that c.erebral palsied children (L~lo not necessarily suffer from a break-

down of auditory-visual intersensory integration and that they may be always poor in integration of 

two temparal p~ttterns, one 0L which is made up of visual stimuli, 
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